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GTFSの意義と整備方法



GTFS とは？

GTFS とは…
■ General Transit Feed Specification の略
■ 公共交通機関の時刻表と地理的情報に関するオープンフォーマット
■ 元はGoogleマップに公共交通機関のデータを取り込むためにGoogleが定めたフォー
マットだが、現在はデータ仕様もオープン化されている
（MobilityDataがデータ仕様を管理）

■ 日本では、GTFSをベースとしたGTFS-JPという仕様も定められ、国土交通省がオー
プンデータとしての整備を推進している

GTFS-RT とは…
■ 公共交通機関のリアルタイムデータを表現するためのオープンフォーマット
■ GTFSと組み合わせて使うことが想定される
■ 技術的には、プロトコルバッファという形式を採用
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そもそもなぜ整備するのか？

経路探索サービスに自社データを掲載するため
■ 例）Googleマップへの掲載

自社の交通機関の利用者案内に活用するため
■ 例）デジタルサイネージでの活用

さらなる利活用を期待するため（オープンイノベーション）
■ 例）地元の開発者やスタートアップによる利活用
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検討すべき事項

1. どのようにGTFSを整備するのか
■そもそもどのようにGTFSを作れば良い？
■作成や更新時の注意点は？

2. どのように公開するか
■どこから公開すれば良い？
■どのようなライセンスで公開すれば良い？

3. 経路探索への掲載方法
■特にGoogleマップに自社のデータを掲載する方法は？
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モードにより状況が異なる！
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バス事業者の場合①
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GTFSの整備の考え方 : バス編

バス事業者の場合、GTFSの整備には以下の方法があります
■ 自社のバス事業の規模感、システム導入状況により検討する必要があります

1. システムからの出力
A) バスロケーションシステムからの出力
B) ダイヤ編成システムからの出力

2. エクセルツールで自作
■ 小規模な事業者の場合は自作することも可能です

3. データ作成代行業者に委託
■ 経路探索サービス事業者等が、データ作成サービスを提供しています
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1. システムからの出力

中規模以上のバス事業者の場合には、現実的な選択肢
 中規模以上（数十台以上）のバス事業者では、ツールでの自作は困難となり、システムからの出
力が現実的です

 ただし、新規システムの導入や既存システムの改修を視野に入れた、中長期的な検討が必要です

A) 複数のバスロケーションシステムが GTFS / GTFS-RT の出力をサ
ポートしています
■ 例）NECネクサソリューションズ「バスナビゲーションシステム for SaaS」
■ 例）モバイルクリエイト「モバステーション」

B) ダイヤ編成システムから、GTFS を出力できることもあります
■ 例）Sujiya Systems「その筋屋」（無償ツール）
■ 例）工房「DiaPro」
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例：バスナビゲーションシステム for SaaS
（NECネクサソリューションズ株式会社）

ダイヤ編成からバスロケーションまでを
含む、トータルなソリューション
■ GTFS/GTFS-RTを出力可能
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出典 : https://www.nec-nexs.com/sl/bus/bus15.html

https://www.nec-nexs.com/sl/bus/bus15.html


例：モバステーション
（モバイルクリエイト株式会社）

バスロケーションシステム
■ GTFS/GTFS-RTを出力可能
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出典 : https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/

https://www.mcinc-products.jp/bus-location-system/


例：その筋屋
（Sujiya Systems）

バス事業者が自ら開発したGTFS出力実績No.1ツール
■ GTFSを自作するバス事業者と自治体は、無償で利用可能
■ GTFS-RT出力も、「いちごロケ」（有償）とのセットでの出力可能
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出典 : http://www.sinjidai.com/sujiya/

http://www.sinjidai.com/sujiya/


例：ダイヤPro
（株式会社工房）
ダイヤ編成システム

■ オプションでGTFS出力をサポート
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出典 : https://www.khobho.co.jp/product/busschedulepro/

https://www.khobho.co.jp/product/busschedulepro/


2. エクセルツールで自作

小規模なバス事業者の場合には、エクセルツールで自作するこ
とができます
 小規模事業者（数十台未満）やコミュニティーバスの場合に、現実的な方法です
 ただし、持続的なメンテナンスができる体制を整えることが必要となります

代表的なツール
■ 例）公共交通利用促進ネットワーク「見える化共通入力フォーマット」
■ 例）「標準的なバス情報フォーマット作成ツール（西沢ツール）」
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例：見える化共通入力フォーマット
（公共交通利用促進ネットワーク）
コミュニティバス・小規模バス事業者向けGTFS作成ツール

■ 停留所・系統・時刻表等をエクセルファイルに入力することで、標準的なバス情報フォーマット
（GTFS-JP）に変換できる

■ 日本バス情報協会の主催で講習会なども実施
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出典 : https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/index.html

https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/index.html


例：標準的なバス情報フォーマット作成ツール
（⻄沢明氏）
コミュニティバス・小規模バス事業者向けGTFS作成ツール

■ マクロ付のエクセルファイルに必要な情報を入力することで、標準的なバス情報フォーマット
（GTFS-JP）形式のデータを出力できる（通称 : ⻄沢ツール）

■ 日本バス情報協会の主催で講習会なども実施
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出典 : https://gtfs-gis.jp/gtfs/

https://gtfs-gis.jp/gtfs/


3. データ作成代行業者への委託

経路探索サービス事業者をはじめ、複数事業者が、GTFSデータ
の作成代行を行なっています
 時刻表や運賃表の作成などと一体化したソリューションもあります
 ただし、ダイヤ改正などを念頭に、継続的に更新できる体制を整える（契約を行う）
ことが必要となります

ソリューション例 : 
■ 例）ナビタイム「GTFSクラウド」
■ 例）ジョルダン「GTFS作成プラン」
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例：GTFSクラウド
（株式会社ナビタイムジャパン）

データの作成・更新から出力までを一括でサポート
■ 時刻表・運賃表に加え、GTFS形式のデータの出力も可能
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出典 : https://transport.navitime.co.jp/bus/gtfs-cloud

https://transport.navitime.co.jp/bus/gtfs-cloud


例：GTFS作成プラン
（ジョルダン株式会社）
公共交通データをGTFS形式で配信する「公共交通データHUBシステ
ム」を運営
■ GTFSデータの作成プランも提供

Copyright © 2024 Association for Open Data of Public Transportation 17

出典 : https://www.ptd-hs.jp

https://www.ptd-hs.jp/


データ作成時の留意点

データの品質
■ Googleマップをはじめ、経路探索サービスに掲載可能な品質のGTFS作成にはノウハ
ウが必要です

■ 単に「GTFS形式のデータ」を作成するだけでは、活用されません！（Googleマップ
の場合は、審査に通りません。）

継続的な整備
■ GTFSは時刻表なので、一度作るだけではなく、継続的な整備が必須です
■ 特に、ダイヤ改正の際には、データを「改正前に」作成し、経路探索事業者に届ける
体制が必要です

仕様変更への追随
■ GTFSの仕様は固定的なものではなく、コミュニティの判断により仕様変更が行われ、
中長期的に追随する必要があります

■ 国内のGTFS-JPが策定した後も、すでに複数の仕様変更が行われています
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チェックリスト

1. システムから出力する場合 :
■ 選定するシステムの「実績」を確認しましょう
（自社と同規模のバスについて、オープンデータ化やGoogleマップ掲載の実績はある？）

2. エクセルツールで自作する場合 : 
■ 自社で十分な品質のデータを継続的に整備する体制を組めるかを検討しましょう
■ 特に、人事異動などの際にも、データ更新が途切れないように引き継げるかも検討が必要です

3. データ作成代行業者に委託する場合 : 
■ 選定する業者の「実績」を確認しましょう
（自社と同規模のバスについて、オープンデータ化やGoogleマップ掲載の実績はある？）

■ データ作成を委託する際に、契約の範囲や保守の有無を検討しましょう
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ODPTにご相談ください！

GTFS形式でのオープンデータ化に関心のあるバス事業者様がい
らっしゃいましたら、ぜひODPTにご相談ください

さらに、リアルタイムデータのGoogleマップへの掲載にご関心
のある事業者様も、ぜひODPTにご相談ください
■ ODPT特別協賛会員のGoogle様と連携して、対応方法をご提案させていただきます
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フェリー事業者の場合②

21



GTFSの整備の考え方 : フェリー編

基本的な考え方は、バス事業者と同様ですが、バスに比べると小規模
となるため、基本的にはエクセルツールによる自作が可能です

特に、国土交通省海事局内航課が「標準的なフェリー・旅客船 航路情
報フォーマット簡易作成ツール」を公開しており、無償で利用するこ
とができます
■ 「標準的なフェリー・旅客船 航路情報フォーマット」は、GTFSをベースに、国内フェリーや旅
客船固有の情報を拡張したものです

■ 通常のGTFSと同様に、Googleマップなどの経路探索サービスへの提供に活用可能です
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「標準的なフェリー・旅客船 航路情報フォーマット簡易
作成ツール」
国土交通省海事局内航課主催の講習会なども実施予定
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出典 : https://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk3_000061.html

https://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk3_000061.html
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鉄道事業者の場合③
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GTFSの整備の考え方 : 鉄道編

日本国内では、GTFSの自主整備はまだ一般的ではありません
■ 鉄道については、バスやフェリーと異なり、時刻表発行会社経由で経路探索サービス
にデータ提供を行うのが一般的なため

■ GTFS形式でのオープンデータ化の先進事例として、横浜市営地下鉄や函館市電があ
ります

一方で、今回のチャレンジでは、新たに以下の事業者について、鉄道
のGTFS形式でのデータ公開を行っています
■ ODPT基本ライセンス : 都営地下鉄、東京さくらトラム（都電荒川線）、日暮里・舎
人ライナー 、京都市営地下鉄、首都圏新都市鉄道（つくばエクスプレス）、多摩都
市モノレール、東京臨海高速鉄道、東京メトロ

■ チャレンジ限定ライセンス : JR東日本、東武鉄道
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ODPTにご相談ください！

GTFS形式でのオープンデータ化に関心のある鉄道事業者様がい
らっしゃいましたら、ぜひODPTにご相談ください
■ データ整備方法含め、ご相談させていただきます

さらに、リアルタイムデータのGoogleマップへの掲載にご関心
のある事業者様も、ぜひODPTにご相談ください
■ ODPT特別協賛会員のGoogle様と連携して、対応方法をご提案させていただきます
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公共交通データを公開す
るには？④
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公共交通データの公開方法

公共交通データの公開にはいくつかの方法がありますが、データプ
ラットフォームからの公開をお勧めします
■ 自社サイトや自治体からのデータ公開だけでは、利用者になかなか届きません
■ 特に、以下のプラットフォームで公開すると、
公共交通オープンデータチャレンジ2024 – powered by Project LINKS – での活用も期待でき
ます！

公共交通オープンデータセンター
■ 公共交通オープンデータ協議会が運営
■ 鉄道・バス・フェリー・航空・シェアサイクルのデータを提供

GTFS データ リポジトリ
■ 日本バス情報協会の協力のもと、社会基盤情報流通推進協議会が運営
■ コミュニティバスを運行する市町村や民間バス事業者等が、
バス等の公共交通データをGTFS形式で公開
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公共交通オープンデータセンター

日本における公共交通事業者とデータ利用者を結ぶデータ連携プラッ
トフォームとして、2019年5月に運用を開始
■ 鉄道、バス、航空、フェリー、シェアサイクル等の公共交通データを、一般の開発者やICT事業
者（経路探索事業者等）にワンストップで提供
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公共交通オープンデータの流れ

⓪公開するためのデータを準備する

①公共交通オープンデータ協議会に入会する

②公共交通オープンデータセンターに登録する
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ODPT会員ポータル
交通事業者が、自社で整備したデータを簡単に掲載するためのポータ
ルサイトを整備し、2022年12月より運用開始
■ 協議会への入会申請のワンストップ化
■ 公共交通オープンデータセンターへのデータ掲載のワンストップ化

ODPT会員ポータルの狙い
■ GTFS等を整備した公共交通事業者の方に、ODPT会員ポータルを通じてデータを提出していただ
き、公共交通データを広く流通させたい
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「ODPT基本ライセンス」「CC BY 4.0」の違いは？

 CC BY 4.0
■ 適切なクレジットを表記することを条件に、営利・非営利を問わず、自由に複製・再配布・改変するこ
とができる

■ オープンデータで広く採用されているライセンスです
 ODPTセンターでは、開発者として登録していなくてもアクセスできます

ODPT基本ライセンス
■ 一般的なオープンデータと同様に、営利・非営利を問わず、データを利用することができます
■ データの転々流通に制限を行っているほか、いくつかの制約（データが変更された場合の更新を求める
点など）があります

■ 交通事業者様のご懸念（古い時刻表が出回り、利用者の利便性を損なう懸念など）を踏まえたものとな
ります

 ODPTセンターでは、開発者として登録した方のみアクセスすることができます

データホルダーである交通事業者の方の判断を尊重しておりますので、ご事
情に合わせて選択してください
■ 現時点では、GTFSデータを公開される事業者様の4割強が、CC BY あるいは CC 0 で公開されています
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注意 : Googleマップに掲載するには？

GoogleマップにGTFSデータを掲載するためには、Google社にデー
タを提出し、審査を通す必要があります
■ GTFSデータをオープンデータ化するだけでは掲載されません！
■ 規模の大きな交通事業者の場合には、GTFSデータをGoogleマップに掲載可能な品質に仕上げる
（＝審査を通す）には、労力がかかります

データの掲載には、いくつかの方法があります
 すでに十分な品質のGTFSデータを整備できている場合には、直接Google社に提出し審査を受け
ることで、 Googleマップに掲載を行うことができます（Google乗換案内パートナー）
 具体的な掲載手順については、本日Google様よりご紹介があります

 鉄道事業者様や、複雑な交通事業者様の場合には、 ODPTにおいて、GTFS整備・オープンデー
タ化・Googleマップ掲載の支援も行っております

Googleマップへの掲載にご関心のある事業者様は、ぜひ一度ODPTに
ご相談ください
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ODPTにご相談ください！

GTFS形式でのオープンデータ化に関心のある公共交通事業者が
いらっしゃいましたら、ぜひODPTにご相談ください

さらに、リアルタイムデータのGoogleマップへの掲載にご関心
のある事業者様も、ぜひODPTにご相談ください
■ ODPT特別協賛会員のGoogle様と連携して、対応方法をご提案させていただきます
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